
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例
会
予
定 

4 月 12 日（金） 4 月 19 日(金) 4 月 26 日(金) 5 月 3 日(金) 

第 10 回理事会 11：15～ 例会 12：30～ 休 会 休 会 

例会 12：30～ 

祝福 

卓話 JC 理事長 齋藤 洋大様 

   YEG 会長  伊藤  大介様 

卓話 R 研究報告会 

 小川 茂徳君 

 

  

本日のプログラム 
                            司会 会場委員会 風岡 明憲君 

                        CBC アナウンサー 渡辺 美香様 

       

       春日井ロータリークラブ 創立５５周年記念式典 
 

・開会宣言       55 周年記念実行委員長  川瀬 治通君 

・点鐘                   会長 古屋 義夫君 

・国歌              「君が代」  

・ロータリーソング      「奉仕の理想」  

・来賓紹介                幹事                 速水 敬志君 

・物故会員に黙祷             幹事         速水 敬志君          

・記念事業目録と寄付金贈呈 春日井市 

 ロータリー財団    

 米山記念奨学会 

 ガールスカウト第 110 団 

 中部大学春日丘 IAC 

・姉妹締結期間延長調印式     東港ＲＣ 社長         呉  政燕君 

・感謝状贈呈            会長         古屋 義夫君 

・来賓祝辞 春日井市長      石黒 直樹様 

 春日井市議会議長   村上慎二郎様 

 衆議院議員      丹羽 秀樹様 

         国際ロータリー第 2760 地区 ガバナー       酒井 法丈君 

・祝電披露 幹事         速水 敬志君 

・閉会宣言 副会長        野浪 正毅君 

・点鐘 会長         古屋 義夫君 

・祝賀会  

 

２０２４年４月６日（土）２５８６回（４月第１例会） 



先週の記録 

会長挨拶         会長 古屋 義夫君 

皆様こんにちは。 

私たち春日井ロータリークラブは今年度、創立５

５周年を迎えさせていただきます。 

そしてきたる４/６に春日井ロータリークラブ創立

55 周年記念式典と祝賀会をホテルプラザ勝川にて

開催させていただくことになりました。 

３RC の皆様にはいろいろとお世話になりますが

どうぞよろしくお願いお申し上げます。 

そしてまた５月には姉妹ロータリークラブであ

るセブロータリークラブにご協力をしていただき”

私のあしながおじさん”という文学作品と同様の事

業を実行してまいります。 

優秀だけど貧しくて学校に行けない物語の主人

公、“ジュディアボット”みたいな子供達を３年間サ

ポートするとても有意義な国際事業です。 

この事業は２０１３－１４年度から開始されま

したが残念ながら２０１９－２０年度でコロナ禍

の影響もあり中断いたしましたが今年度２０２３

－２４年度より再開をはたせそうです。 

今年度は春日井ロータリークラブからセブに１

８名という大人数にて遠征してまいります。 

また現時点では確定事項ではありませんが６月に

は会員の皆様との親睦旅行も企画していただいて

いると聞いておりますのでメンバーの皆さんと親

睦旅行に行けるかもしれませんね。 

非常に楽しみにしております。 

今年度もあと 3ヶ月くらいを残すのみとなりました

が春日井ロータリークラブは最後までメンバーの

皆様と共に Enjoy Rotary を邁進して参りたいと考

えますのでこれからもどうぞ宜しくお願い致しま

す。 

 

幹事報告         幹事 速水 敬志君 

先ずはインターアクトクラブの皆さんの活動報

告楽しみにしています。そして名古屋城北ロータリ

ークラブの皆様、本日の設営ありがとうございまし

た。とても素晴らしい、おもてなしに感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。 

次週予告です。 

いよいよ 4 月 6 日（土）は 55 周年記念式典と祝

賀会です。名古屋空港 RC、名古屋城北 RC 会長にお

かれましては公私ともご多忙の中、ご出席頂けます

事、感謝申し上げます。また何度も申し上げていま

すが当日はたくさんのゲスト、お客様がお見えにな

りますので重ね重ね真心のこもったホスト役をお

願いします。4月 12日は祝福と JC斉藤理事長、YEG

伊藤会長の卓話です。 

以上、幹事報告でした。 

 

出席報告        委員長 長谷川久幸君 

会員    52 名 出席 19 名 出席率 36.5% 

先々週の修正出席 出席 51 名 出席率 98.0% 

 

ニコボックス報告    委員長 長谷川久幸君 

〇３ＲＣインターアクト 

活動報告ありがとうございます。 

古屋 義夫君 

 

○城北ＲＣのみなさま、設営ありが

とうございます。 
速水 敬志君 

○春日丘高校インターアクトクラ

ブの発表を楽しみにしています。 

大原 泰昭君 

大西 信之君 

○春日丘高校インターアクトは

2760 地区の宝です。 

青山 博徳君 

○よろしくお願いします。 岡本 博貴君 

野間 峰彦君 
加藤 宗生君 成瀬 浩康君 中川  健君 

下別府正樹君 長谷川久幸君 久米 正俊君 

○ご協力ありがとうございます。 

出席・ニコボックス委員会 

 

卓話         中部大学春日丘高校 IAC 

【あんな】みなさんこんにちは！中部大学春日丘高

校インターアクトクラブ会長のあんなと、副会長の

りんくと、1 年れいかと、同じく 1 年のかほです。

私たちは「[目の前の人を笑顔に！]」をモットーの、

部員数は約 70 名、年間のボランティア活動数はな

んと約300回という東海地区で最大規模のボランテ

ィア団体です。赤ちゃんからおじいちゃんおばあち

ゃんまで、障がいの有る人も無い人も、すべての人

を対象としたボランティアを地元(春日井市)の児

童施設や高齢者施設、医療施設で行っています。そ

こでは、利用者さんと一緒に手遊びや体遊びをした

り、レクリエーションを企画することもあります。 

また、地域のイベントでは、運営のお手伝いをした

り、ダンスパフォーマンスやゲームコーナー、物品

販売を行っています。ダンスステージは、見て楽し

んでもらうだけでなく、ジャンボリミッキーや YMCA

などみなさんと一緒に踊って盛り上がることもあ

るんですよ！物品販売では、東日本大震災の被災農

家さんを支援する[はちみつや桑茶]、障害者支援商

品の[クッキーやフィナンシェ]などの販売をして

います。 

【りんく】福祉施設での活動は最近やっと再開して

きていますが、新型コロナウイルスの影響で、活動

がほとんど無くなってしまう時期がありました。そ

んな中で自分たちがそれまでの活動で得た経験を

生かし、何かできることはないかと考え、無料塾の

運営や障がい者旅行支援などの新しい活動が始ま

りました。 

 中でも、僕たちが特に力を入れているのが、オリ

ジナルの無料塾[みんなのひみつきち]です。この無

料塾は自分たちでゼロから創り上げました。子供た

ちにひみつきちにいるときみたいにわくわくした

笑顔になってほしいというコンセプトでこの名前

を付け、自ら広報活動も行い、2021 年 9月に開校し

ました。主に小中学生を対象とした学習支援を、僕

たち高校生が行なっているため、講師と生徒の距離



が近いということが特徴です。私たちは全ての子ど

もたちが通いやすい無料塾を目標にしていて、学習

障がいのある生徒さんも、学校に通うことが難しい

生徒さんも毎週楽しみに来てくれるよう、工夫をし

ています。この無料塾では、ただ勉強だけをするだ

けではありません。月に一度、工作教室や料理教室

を行ったり、[ハロウィンやクリスマス、バレンタイ

ン]などなど、季節の行事にちなんだイベントを開

催しています。全ての生徒に楽しんでもらうために、

毎回試行錯誤し、創意工夫をこらしています。 

また、一昨年から、地元の大型ショッピングモー

ル内の[無印良品]店内でも、毎月第一日曜日の午後、

ひみつきちを開催しています。ここでも子供たちが

楽しめるような工作教室やゲームイベントをして

います。店内放送を使わせていただいたり、チラシ

を配ったりして、ひみつきちや私たちについて知っ

てもらえるよう広報活動も行っています。このよう

な活動を通して、ひみつきちでは少しずつ生徒の人

数が増えています。 

しかし、順調に規模を拡大していく中で、新たな

課題が出てきました。学習支援はこの先ずっと続け

ていくべき活動ですが、私たちは高校生の部活動と

して運営しているために、もし何か起こって部活動

がなくなってしまった場合、同時に無料塾もなくな

ってしまうのです。そこで、愛知県内初、全国的に

も珍しい、理事が高校生のみの、NPO 法人[みんなの

ひみつきち]を立ち上げました。これによって継続

的な学習支援が可能になり、社会的信頼も得られる

と共に、知名度も向上、より幅広いより良い学習支

援のための可能性を広げました。この NPO 法人は、

昨年 10 月に愛知県内の NPO 法人の活動を発表する

NPO アワードに出場し、たくさんの方に認めていた

だき、準グランプリを受賞させていただきました。 

【かほ】また、障がい者の旅行支援をするパラクテ

ィブツアーも開催しています。[パラクティブ]とい

うのは、パラリンピックでお馴染みの並んで立つと

いう意味を持つ[パラ]と、活動的なという意味の

［アクティブ]を組み合わせた造語です。障がい者

の家庭では、保護者の負担が大きくなってしまうた

め、なかなか旅行をすることが難しいと聞き、すべ

ての人が旅行できる社会を目標に企画しました。第

一回は昨年の 3月、一泊二日で白川村と高山へ行き

ました。障がい者とそのご家族に高校生が 1人ずつ

付いて、車いすを押したり、障がい者に付いて回っ

たり、ご家族の負担を減らし、全員に楽しんでもら

えるように頑張りました。普段の活動とは違い、二

日間ずっと一緒に過ごす中で、小さな段差や割れ物

のあるお店、狭いトイレなど、いつもだと分からな

い苦労に気がつきました。特に食事では、保護者さ

んが障がい者に食べさせなければならない場合、そ

れを優先して、保護者さんは時間が経って冷めたも

のを食べていて、とても歯痒く感じました。しかし

ホテルや白川村の協力のもと、参加者全員に楽しん

でいただくことができ、私たちもとても嬉しかった

です。旅行のあと、参加者から頂いたメッセージを

ご紹介させていただきます。「娘と 2 人で初めて旅

行に行った。2 人だけだったら娘から目を離すこと

が出来ないため、難しい。高校生が手を繋いだり、

車椅子を押したりしてくれるので、安心してお土産

などを見て回れた」 

さらに、今年の夏、パラクティブツアーを題材に

出場したソーシャルビジネスプロジェクトという

大会では、金賞をいただくことも出来ました。去年

全国１位に当たる文部科学大臣賞を受賞したので、

今年は連覇しないように文部科学大臣賞は選考外

だったので、最高賞は金賞なんです。表彰状は去年

の文部科学大臣賞の物です今後はより障がい者が

必要としているプラン作りを考えていて、例えば障

がい児には不安の多い修学旅行の練習としてのツ

アーなどを検討しています。 

【れいか】2024 年 2月 4日には、春日インター全て

の活動がわかる『インターフェス』を開催しまし

た！ 

このインターフェスは部員総勢 70 名で半年前か

ら準備をしており、開催前にも中日新聞さんに取材

をしていただいたり、数百枚ものチラシを配布する

など、広報活動にも尽力しました！ 

また、来場してくださったお客様にただ活動紹介す

るだけではつまらないと思い、工作教室やゲームコ

ーナーなど、全 11ブースを設置しました。 

さらに、手遊びやダンスステージステージも行いま

した。この日もとても盛り上がり、踊っている私た

ちダンサーも見てくださったお客様もみんな笑顔

になりました！ 

このインターフェスは総勢 200名ほどのお客様に

来場していただきました。お客様の中には市議会議

員の方や福祉協議会の方、我が校の教頭先生もいら

っしゃいました！皆さんの中にも来てくださった

方がいるかもしれません。お越しいただきありがと

うございました！ 

お客様からこのように会場内設置の掲示板より

温かいメッセージや後日SNSでお褒めの言葉もいた

だきました！一部紹介したいと思います。 

『ブースに参りましたら、高校生のみなさまが積

極的に説明をしてくださり、とても好感が持てまし

たし、社会の色々な方たちとの接点ができ、やがて

社会に出られる時にも、大きな経験値になりますね。

社会の力になってくださることに、こころより感謝

申し上げます』 

インターフェスの様子は開催前にも取材してい

ただいた中日新聞さんに掲載されました。 

このインターフェスは大成功を収め、インターア

クトという部活動の PR、はるひがおか高校のイメー

ジアップ、来場者の皆様がインターアクトクラブに

ついて知ることができるという3点でメリットがあ

るイベントだったのではないでしょうか！？ 



【あんな】このように私たちは、「目の前の人を笑顔

に！」するためにたくさんの活動をしています。次

に、インターアクトクラブの活動を通して私たちが

学び、成長したことについて、順に話していきます。 

【あんな】私はインターアクトクラブの活動で、自

分の世界が広げることが出来ました。 

私は中高一貫のコースに所属していて、毎日特定

の友達や先生としか顔を合わせない中学校生活を

送っていました。そのため、高校にあがって春日イ

ンターに入部し、まず最初に学んだことは、「先輩に

敬語を使う」というとても当たり前のことでした。

それから、活動先での話し方や、利用者さんとの接

し方など、多くのことを学んできました。 

2 年生になってから、会長に指名していただきま

した。そこで自分の世界を広げ、成長させてくれた

インターを後輩たちに繋げたいと強く思うように

なりました。しかし、私は自分から率先して何かや

る、ということが得意ではありません。それまで、

大きな集団のリーダーになったこともほとんどあ

りませんでした。だから私は、強いリーダーシップ

でみんなを引っ張るのではなく、みんなに寄り添え

るリーダーになろうと決めました。周りの人の意見

を積極的に聞いて、それを取り入れることを意識し

ています。 

最後に、私たち 2年生のインターアクトクラブの

所属も、残り半年を切りました。私のインター最後

の目標は、周りの人への感謝を忘れないことです。

私がインターアクトクラブと出会い、活動を通して

成長できたのは、いろんな人の支えがあったからだ

と日々実感しています。私に色んなことを教えてく

ださった顧問の松本先生や卒業した先輩方、時には

私を助け導いてくれる頼もしい同級生や私たちに

ついてきてくれる後輩たち、そして、私たちの活動

を支援してくださるロータリークラブの皆様に心

から感謝しています。本当にありがとうございます。 

［りんく］ 

僕もいま話していた会長の杏奈さんと同様に高校

生 2 年生で、2 年間インターアクトクラブの部員し

て活動しています。 

 今度は僕の方からインターアクトとして活動し

ていく中で学んだこと、成長したことについて二つ

話します。 

 一つは、インターアクトクラブに所属してからは、

先ほどの活動紹介にあったように「子どもからおじ

いちゃんおばあちゃんまで」「障がいの有る人も無

い人も」活動先で様々な人と出会い、今までよりも

はるかに多くの人と接してきました。 

 それが「同じ地域社会にはこんな人たちが生活し

ていたんだ！」という発見に繋がりました。 

自分たちは個人個人がバラバラに生活しているわ

けではなく、同じ地域で、今この瞬間も一緒に生活

しているんだな、という共同体的感覚が生まれまし

た。 

 そして、その人たちが笑顔になるような活動をし

たいと思うようになりました。 

 その具体的にするようになった行動としては、イ

ンターアクトクラブでの活動はもちろん、日常生活

の中でも、例えば駅でゴミが落ちていた時に「あっ、

これを拾っておいた方が次にここを通った人が心

地よいだろうな」と積極的にゴミを拾うようにした

り、コンビニやスーパーの店員さんにも明るく返事

をしたりお礼をいったりするようになりました。 

もう一つは、気持ちを切り替える力が身につきま

した。というのは、僕たちは毎回の活動ごとに反省

会を開いて、その日の反省点や次の活動のための改

善点を話し合うという機会があるのですが、最初の

うちは一つ一つの反省を悪い意味で引きずって、落

ち込んだり悩んだり、活動の中でも出来てたことが

出来なくなることもありました。しかし、先輩や同

じ活動に行った部員から励ましてもらったことに

よって、活動を重ねるごとに、次の活動でその反省

を活かしたいという気持ちの方が強くなり、楽観す

る訳では無いですが、その日ごとの反省を前向きに

捉えることができるようになりました。 

人の為に進んで行動できるようになったことと、

前向きに物事を捉えることができるようになった

こと。インターアクトクラブの活動を通して、自分

はポジティブな性格に変わったなと思います。 

 それは、インターアクトの活動自体が何か。より

良い方に進めていこう、というものであるからだと

思います。そして、その活動に参加する人たちもま

たポジティブな人が多いんだと思います。 

 「相互の作用する」という意味もあるインターア

クト。まさしくその意味通り、いい影響を与えあっ

て成長しあえる、素晴らしい活動だと思います。 

［れいか］ 

私はインターアクトクラブに入部してから 1年間で

成長したことを話したいと思います。 

 私は入部当時、嫌なことからすぐ逃げ出そうとす

る性格でした。また人見知りで、人の前で話すこと

や初対面の人と話すことが苦手でした。 

 私は入部してインターアクトクラブで様々な活

動に参加する中で、1つ気づいたことがありました。

それは｢人見知りなんて言ってられない｣というこ

とです。社会に出たらもちろんそうですが、そもそ

も春日インターのモットーは、目の前の人を笑顔に

することであり、その部員が、人見知りということ

を言い訳にして消極的になってしまっては誰のこ

とも笑顔にすることができないと感じました。実際、

初めてみんなのひみつきちへ行った時に、他の 1年

生や先輩方は生徒さんと楽しそうに会話をしてい

たのに私は少ししかお話をすることができません

でした。今思うと「人見知りで何を話せばいいか分

からない」と自分に言い聞かせるようにして生徒さ

んから話しかけられるのをずっと待っているだけ

でした。自身の人見知りという性質を言い訳にして、



ただ苦手なことから逃げているだけの自分がとて

も情けなく感じました。そこで初めて「このまま嫌

なことから逃げ続ける人生は嫌だ」、「少しでも人見

知りをどうにかしたい｣と思い、先程活動紹介で話

した、夏に開催されるソーシャルビジネスプロジェ

クトアワードというスピーチ大会に挑戦すること

にしました。大会に向けて練習し始めた頃は、逃げ

出したくなることが沢山ありました。一緒に出たメ

ンバーの中では1番と言っていいほどスピーチが下

手で何度も心が折れましたし、何より本番失敗して

しまうことへの不安がとても大きかったからです。

それでも私が自信を持って本番を迎えることがで

きたのはメンバーの存在があったからです。メンバ

ーが練習を頑張ってる姿を見ると、｢やっぱり自分

が決めたことは最後までやり遂げなきゃだめだ！｣

という気持ちになっていました。そしてずっと苦手

だった対面での会話も少しずつではありますが挑

戦するようになりました。みんなで同じ目標に向か

って頑張った数ヶ月間は、ただスピーチ力が身につ

いただけではなく、人間性が成長することのできた

貴重な経験となりました。またスピーチの練習をす

る際、たくさんの先輩方や先生に聞いてもらってる

うちに、人前で話すことに慣れていくことができま

した。今では大会に挑戦して本当に良かったと思っ

ています。 

 私は、大会だけではなくインターアクトクラブの

様々な活動に参加することで、私は入部当時より落

ち着いて話すこと、初対面の人でも積極的に話しか

けることができるようになり、また、嫌なことでも

すぐに逃げ出そうとせず向き合うことが大切だと

学びました。この 1年で、ここまで成長できたのは

春日インターに入部したからこそだと思います。約

1 ヶ月後には新一年生が入ってきます。私はこの部

活をたくさんの新 1年生に勧めたいと強く思いまし

た。 

私は、インターアクトクラブに入ってから様々な

ことが身につきました。 

1 つ目は、苦手なことにも挑戦する積極性が身につ

いたことです。今までは、知らない人に自分から話

しかけるのが苦手でしたが、はるひインターがイベ

ントなどで行うチャリティーの物品販売、イーアス

春日井という商業施設で定期的に行っている工作

教室のイベントなどの活動を通して、買い物にきて

くれた方につなぐっつの商品の説明をしたり、ひみ

つきちの魅力などを説明する機会が増え、お客さん

に理解してもらえた時や商品を実際に買ってくれ

た時には達成感のようなものを感じて勇気を出し

て話しかけていてよかったと思えるようになりま

した。今では、まだ少し勇気を出さないといけない

けれど自信を持って自分から話に行けるようにな

りました。また、長いマスク生活の影響でマスクを

外して笑顔で接することがとても苦手になってし

まったけれど、地域のイベントなどで行っているダ

ンスパフォーマンスをきっかけにできるようにな

りました。友達や見てくれた人に笑顔を褒めてもら

うことが増え、今でも少し苦手意識が残っているけ

れど、見てくれてる人も一緒に笑顔で踊ってくれる

のを見て私も嬉しくなって意識しなくても笑顔で

できるようになりました。ダンスパフォーマンスだ

けでなく笑顔は意思疎通の難しい人と交流する時

には 1番大切なことだと思うので、苦手なことに挑

戦できてよかったと思います。このお陰でこの前の

インターフェスでは、ブースに立ち寄って下さった

人には笑顔で自信を持ってパラクティブツアーの

説明ができました。この経験は自分にとってインタ

ーとして約一年間活動してきた集大成としてなっ

たのでとても良い経験になりました。 

そして二つ目に私は、インターアクトクラブに入

って根気強く続けることの大切さと、意思疎通がた

とえ完璧にできなくても笑顔は共通で相手に気持

ちは伝わることを学びました。これは、私がはるひ

インター全員が一斉にボランティアにいく全体活

動の日である通常活動で病院に行った時に思った

ことです。私は、その時、車椅子を利用された声を

出すことはできるけれどはっきりとは聞き取るの

が難しい方と一緒になりました。初めはどのように

接すればいいのか分からずすごく緊張していたけ

れど、笑顔で自分の名前を教えてくれたり、ずっと

視線を送ってくれたりしてくれたお陰で私も緊張

が解けました。その日は、外にお散歩やトランプを

したのでたくさんコミュニケーションを取ること

のできる機会でとても貴重な体験ができました。特

に利用している車椅子が普段私たちの目にする車

椅子とは少し異なり、前方との距離感を掴むのにと

ても苦労しましたが、曲がる時や段差がある時など、

たくさん声をかけて一緒にお散歩することができ

たのでとても楽しかったです。また、トランプでは

指の位置と目の方向から自分の弾きたいカードを

推測しないといけなくてとても大変だったけれど、

絶対に相手の言いたい事を一回で当てる！という

強い意志を持って接していたため、回数を重ねてい

くにつれてだんだんと利用者さんの言いたいこと

がわかるようになって、何回も確認する必要がなく

なってスムーズにいくようになりました。また、お

互いに視線が合う事も増えその度に笑顔になって

くれたのがすごく嬉しく心に残っています。最後ま

で諦めないで相手が伝えたいことは何か少しでも

多くのヒントを頼りに推測していくことの大切さ

を学ぶことができました。 

これからも活動に行けることを当たり前だと思

わないで一回一回を大切にして積極的に活動に参

加していきたいと思います。 

 

 

 

 



名古屋空港ロータリークラブ 会長挨拶 

皆さんこんにちは。 

名古屋城北ロータリークラブの皆様には設営い

ただきありがとうございます。 

また、ＩＭでもお世話になりありがとうございまし

た。 

名古屋空港ロータリークラブの活動の１つとし

て、３月２１日（木）に豊山町内の小学１年生へ防

犯ブザーの贈呈を行ってきました。この行事は金井

パスト会長年度の平成１８年度から継続している

事業です。 

平成１８年度は新就学児童と持っていない小学

生に 400 個を寄贈致しました。 

昨年は１８９個、今年度は１６２個の寄贈となり、

年々数が減少しており少子化を実感しています。 

本日は元気いっぱいの将来を担う中部大学春日丘

高等学校インターアクトクラブの生徒さんにお越

し頂いています。 

これからも応援させて頂きたいと思います。 

さて、５月１７日（金）は当クラブ主幹で３ＲＣ

現・次理事役員会をマリオットアソシアで開催致し

ますのでご対象の方は奮ってのご参加をお願い致

します。 

また、１０月７日（月）には５０周年記念式典を

開催させていただく予定としております。 

本日も宜しくお願い致します。 

 

名古屋城北ロータリークラブ 会長挨拶 

 皆さんこんにちは。名古屋城北ロータリークラブ

会長の山田でございます。本日は 8月以来、久しぶ

りの 3RC 合同の例会でございます。かなり緊張して

おります。 

先ずは 2 月 25 日に開催をさせていただきました

IM に多数のご参加を頂きまして誠にありがとうご

ざいました。心から感謝申し上げます。 

お陰を持ちまして、手前味噌ではありますが大過

なく成功裏に終えることが出来たと確信しており

ます本当にありがとうございました。 

私たちは続きまして、5 月開催の RFF へと向かっ

ております。待ったなしの連続の中でクラブ運営・

クラブ活動が続いております。 

さて本日は春日丘高校 IAC（インターアクト・ク

ラブ）の活動報告の日でございます。河合会長はじ

め 4 名の生徒さんにご参加を頂き、今年度の IAC の

活動を報告していただきます。 

春日丘 IAC は皆さんご存じの通り、活動日数、活

動範囲等他校に比べ群を抜いた活動を続けておい

でです。特に自然災害に対する募金活動を始めるス

ピード感はロータリークラブも学ばなければなら

ないと感じました。更にボランティア活動でありな

がらも地域を巻き込みながら着実に成果を出して

こられ、心から感服いたします。 

またその活動を通しNPO法人の設立と留まるとこ

ろを知らないご活躍です。私達ロータリークラブが

今後どの様に関わっていくのかを今一度真剣に考

えなければ、おいてきぼりを食ってしまうかもしれ

ません。 

本日この例会後に 3RC 合同の IAC 連絡協議会が開

催される予定でございます。その場におきましても

生徒さん達に負けないように議論を進めていけれ

ばと思います。どうぞよろしくお願い申し上げ、挨

拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国家およびロータリーソング斉唱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 

春日井ＲＣ 会長 古屋 義夫君 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 

名古屋空港ＲＣ 会長 阿萬 裕子君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 

名古屋城北ＲＣ 会長 山田 恭敬君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

春日井ＲＣ 幹事 速水 敬志君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

名古屋空港ＲＣ 幹事 伊藤 康司君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

名古屋城北ＲＣ 幹事 奥村 一憲君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告・ニコニコボックス報告 

春日井ＲＣ 日比 雄将君 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 

名古屋空港ＲＣ 戸谷 仁美君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 

名古屋城北ＲＣ 花井 善崇君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコボックス報告 

名古屋空港ＲＣ 片山映里子君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコボックス報告 

名古屋城北ＲＣ 早瀬 久雄君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学金授与 

名古屋城北 RC 米山奨学生 

タンナミ マハルモハン君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部大学春日丘高校ＩＡＣ活動報告 

 


